
［中学３年生　国語］【設問順】　※倉敷市と県及び全国との平均正答率の差については、小数第２位以下の数字を含めた数値で計算しているため、見た目上で0.1％の差異が生じる場合がある。
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１一
１
ア

○ ○ 87.0 87.6 87.5 -0.5 0.1 0.1 0.1 0.0

１二
１
ア

○ ○ 65.9 65.3 65.1 0.8 0.1 0.1 0.2 -0.1 

１三
１
エ

○ ○ 77.0 77.2 76.6 0.4 0.2 0.2 0.2 0.0

１四
１
エ

○ ○ 83.6 82.9 82.5 1.1 11.2 11.4 10.8 0.4

２一
１
ウ

○ ○ 92.6 92.6 91.1 1.5 0.1 0.1 0.2 -0.1 

２二
２
エ

○ ○ 62.6 63.7 63.0 -0.4 0.5 0.5 0.4 0.1

２三
１
ア

○ ○ 72.9 74.0 74.2 -1.3 0.3 0.4 0.3 0.0

２四
２
エ

２
オ

○ ○ ○ 67.7 67.7 67.5 0.2 4.9 4.6 3.9 1.0

３一
１
エ

○ ○ 52.0 54.1 54.3 -2.3 0.7 0.7 0.6 0.1

３二
２
ウ

○ ○ 43.1 42.7 43.9 -0.8 10.7 9.9 10.7 0.0

３三
２
ア

○ ○ 61.1 61.9 61.8 -0.7 2.1 2.0 2.1 0.0

３四
１
ウ

○ ○ 69.4 71.1 72.1 -2.7 12.0 11.2 10.2 1.8

４一
１
ア

○ ○ 86.4 86.6 82.5 3.9 3.6 3.3 3.6 0.0

４二
２
イ

○ ○ 74.7 75.4 74.1 0.6 4.7 4.5 4.8 -0.1 

４三
１
エ

○ ○ 48.6 50.0 50.0 -1.4 23.3 22.5 20.7 2.6

令和５年度　全国学力・学習状況調査　設問別結果（ベンチマーク）

目的や場面に応じて質問する内容を検
討することができるかどうかをみる

意見と根拠など情報と情報との関係に
ついて理解しているかどうかをみる

話の内容を捉え、知りたい情報に合わ
せて効果的に質問することができるか
どうかをみる

聞き取ったことを基に、目的に沿って
自分の考えをまとめることができるか
どうかをみる

事象や行為、心情を表す語句について
理解しているかどうかをみる

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す（いひけ
る）

原文の中の語句に対応する言葉を現代語で書か
れた文章から抜き出す（いと）

現代語で書かれた「竹取物語」のどこがどのよ
うに工夫されているかについて、古典と比較し
て書く

自分の考えが伝わる文章になるよう
に、根拠を明確にして書くことができ
るかどうかをみる

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直し
て読むことができるかどうかをみる

古典の原文と現代語の文章とを対応さ
せて内容を捉えることができるかどう
かをみる

文章の構成や展開、表現の効果につい
て、根拠を明確にして考えることがで
きるかどうかをみる

自分がこれからどのように本を読んでいきたい
かについて、読んだ文章を参考にして、知識や
経験に触れながら書く

レポートの下書きの一部について、文の一部を
直す意図として適切なものを選択する

漢字を書く（おし量って）

「『判じ絵』とは何か」と見出しを付けた部分
について、内容のまとまりで文章が二つに分か
れる箇所を選択し、後半のまとまりに付ける見
出しを書く

「『判じ絵』の解読の面白さ」と見出しを付け
た部分に具体例として示す「判じ絵」を選択
し、その解読の仕方を書く

インターネットの記事を読んで気付いた点とし
て適切なものを選択する

相手の話を受けて発した質問について、述べ方
の工夫とその意図を説明したものとして適切な
ものを選択する

インタビューのまとめとしてどのようなことを
述べるのか、自分の考えを書く

「落胆する」の意味として適切なものを選択す
る

それぞれの文章で述べられている「読書の楽し
み」として適切なものを選択する

二つの文章に共通する表現の効果を説明したも
のとして適切なものを選択する

無解答率(％)ベンチマークグラフ（対全国）

-10.0 ▼ +10.0
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県

倉
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正答率(％)

インタビューの前に準備したメモについて説明
したものとして適切なものを選択する

設問番号 設問の概要

問題形式

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国

岡
山
県

倉
敷
市

学習指導要領の内容 評価の観点

知識及び技能
思考力、判断力、

表現力等

文脈に即して漢字を正しく書くことが
できるかどうかをみる

具体と抽象など情報と情報との関係に
ついて理解しているかどうかをみる

観点を明確にして文章を比較し、表現
の効果について考えることができるか
どうかをみる

文章の中心的な部分と付加的な部分に
ついて叙述を基に捉え、要旨を把握す
ることができるかどうかをみる

文章を読んで理解したことなどを知識
や経験と結び付け、自分の考えを広げ
たり深めたりすることができるかどう
かをみる

読み手の立場に立って、叙述の仕方な
どを確かめて、文章を整えることがで
きるかどうかをみる



［中学３年生　数学］【設問順】　※倉敷市と県及び全国との平均正答率の差については、小数第２位以下の数字を含めた数値で計算しているため、見た目上で0.1％の差異が生じる場合がある。
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岡
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全
国
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１ １(１)
ア（ア） ○ ○ 47.0 47.0 46.1 0.9 0.1 0.1 0.1 0.0

２ ２(１)
ア（ア） ○ ○ 79.1 78.9 80.5 -1.4 4.7 4.9 4.0 0.7

３ １(２)
ア（ア） ○ ○ 26.4 29.5 30.4 -4.0 0.8 0.9 0.8 0.0

４ １(１)
ア（イ） ○ ○ 41.6 44.6 42.8 -1.2 0.3 0.4 0.5 -0.2 

５ １(１)
ア（ア） ○ ○ 46.9 46.7 46.1 0.8 11.1 10.3 11.0 0.1

６（１） １(１)
ア（ウ） ○ ○ 87.8 88.2 88.9 -1.1 3.5 3.0 2.4 1.1

６（２） ２(１)
イ（イ） ○ ○ 55.5 57.9 58.8 -3.3 14.3 13.1 10.6 3.7

６（３） ２(１)
イ（イ） ○ ○ 38.7 40.3 40.9 -2.2 26.5 25.5 24.7 1.8

７（１） ２(１)
ア（ア） ○ ○ 64.9 68.6 65.7 -0.8 5.7 5.1 5.6 0.1

７（２） ２(１)
イ（ア） ○ ○ 33.1 34.2 33.6 -0.5 25.6 23.2 22.8 2.8

８（１）
２(１)
ア（ア）
イ（ア）

○ ○ 54.2 55.8 57.5 -3.3 9.6 9.0 8.6 1.0

８（２） ２(１)
ア（イ） ○ ○ 58.6 60.6 61.7 -3.1 0.9 1.0 1.1 -0.2 

８（３） ２(１)
イ（イ） ○ ○ 39.7 41.2 42.8 -3.1 14.0 12.7 13.2 0.8

９（１） ２(１)
イ（ア） ○ ○ 27.2 30.4 32.1 -4.9 26.2 25.7 24.7 1.5

９（２）
２(２)
ア（イ）
イ（ア）

○ ○ 34.5 36.5 37.0 -2.5 14.6 14.1 14.2 0.4

「２００６年～２０２０年の黄葉日は、１９９１年～
２００５年の黄葉日より遅くなっている傾向にある」
と主張することができる理由を、箱ひげ図の箱に着目
して説明する

条件を変えた場合に事柄が成り立たな
くなった理由を、証明を振り返って読
み取ることができるかどうかをみる

二等辺三角形でない２つの合同な三角形のときに
平行線がかけないことについて、二等辺三角形の
ときの証明の中から成り立たなくなる式を書く

自然数の意味を理解しているかどうか
をみる

数と整式の乗法の計算ができるかどう
かをみる

空間における平面が同一直線上にない
３点で決定されることを理解している
かどうかをみる

反比例の意味を理解しているかどうか
をみる

累積度数の意味を理解しているかどう
かをみる

問題場面における考察の対象を明確に
捉えることができるかどうかをみる

目的に応じて式を変形したり、その意
味を読み取ったりして、事柄が成り立
つ理由を説明することができるかどう
かをみる

結論が成り立つための前提を、問題解
決の過程や結果を振り返って考え、成
り立つ事柄を見いだし、説明すること
ができるかどうかをみる

四分位範囲の意味を理解しているかど
うかをみる

複数の集団のデータの分布の傾向を比
較して捉え、判断の理由を数学的な表
現を用いて説明することができるかど
うかをみる

与えられた表やグラフから、必要な情
報を適切に読み取ることができるかど
うかをみる

事象を理想化・単純化することで表さ
れた直線のグラフを、事象に即して解
釈することができるかどうかをみる

女子５０ｍ自由形の記録の、最小の階級から２
９．００秒以上３０．００秒未満の階級までの累
積度数を求める

はじめの数が１１のとき、はじめの数にかける数
が２、たす数が３のときの計算結果を求める

はじめの数にかける数が２、たす数が６ならば、
計算結果はいつでも３の倍数になることの説明を
完成する

はじめの数にかける数がいくつ、たす数がいくつ
であれば、計算結果はいつでも４の倍数になるか
を説明する

１９６１年～１９７５年の四分位範囲を求める

問題番号 問題の概要

学習指導要領の領域

出題の趣旨

ｙがｘに反比例し、比例定数が３のとき、ｘの値
とそれに対応するｙの値について、正しい記述を
選ぶ

評価の観点

－５、０、３、４．７、９の中から自然数を全て
選ぶ

１２（ｘ／４＋ｙ／６）を計算する

空間における平面が１つに決まる場合について、
正しい記述を選ぶ

正答率(％) ベンチマークグラフ（対全国）問題形式

-10.0 ▼ +10.0

無解答率(％)

晴天大学が駅前を通過した時間と新緑大学が駅前
を通過した時間の差について、グラフのどの２点
のｘ座標の差として表れるかを書く

二人の選手のグラフが直線で表されていることの
前提となっている事柄を選ぶ

グラフや式を用いて、新緑大学の選手が晴天大学
の選手に追いつくのが、６区のスタート地点から
およそ何ｍの地点になるかを求める方法を説明す
る

２つの直線ＢＣと直線ＡＥが平行であることを、
三角形の合同を基にして、同位角又は錯角が等し
いことを示すことで証明する

ある事柄が成り立つことを構想に基づ
いて証明することができるかどうかを
みる

事象を数学的に解釈し、問題解決の方
法を数学的に説明することができるか
どうかをみる



［中学３年生　英語］【設問順】　※倉敷市と県及び全国との平均正答率の差については、小数第２位以下の数字を含めた数値で計算しているため、見た目上で0.1％の差異が生じる場合がある。
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全
国

全
国
と
の
差

１（１） ○ ○ ○ 71.7 73.6 79.0 -7.3 0.1 0.2 0.1 0.0

１（２） ○ ○ ○ 60.4 61.8 64.4 -4.0 0.2 0.3 0.2 0.0

１（３） ○ ○ ○ 46.7 47.9 49.8 -3.1 0.2 0.3 0.2 0.0

２ ア ○ ○ 59.3 60.1 61.1 -1.8 0.3 0.3 0.2 0.1

３ ア ○ ○ 38.8 38.8 41.2 -2.4 0.3 0.4 0.2 0.1

４ ウ ○ ○ 51.8 52.6 54.8 -3.0 0.3 0.5 0.4 -0.1 

５（１） ○ ○ ○ 53.3 54.8 56.0 -2.7 0.3 0.3 0.3 0.0

５（２） ○ ○ ○ 56.8 59.7 64.5 -7.7 0.3 0.4 0.3 0.0

６ ア ○ ○ 31.8 34.0 35.9 -4.1 0.3 0.3 0.3 0.0

７（１） ○ ○ ○ 60.4 60.1 59.8 0.6 0.2 0.3 0.3 -0.1 

７（２） イ ○ ○ 34.5 33.4 34.7 -0.2 0.6 0.8 0.7 -0.1 

８（１） ウ ○ ○ 49.4 52.5 56.1 -6.7 0.7 0.8 0.8 -0.1 

８（２） ウ ○ ○ 18.0 19.6 19.5 -1.5 31.0 29.7 29.3 1.7

９（１）① ア ○ ○ 35.9 37.2 40.4 -4.5 7.3 7.3 6.6 0.7

９（１）② ア ○ ○ 16.9 19.2 20.9 -4.0 12.4 12.0 10.9 1.5

９（２） ア ○ ○ 27.9 28.8 29.0 -1.1 25.6 24.9 24.5 1.1

１０ イ ○ ○ 7.3 7.7 7.4 -0.1 22.5 22.5 21.4 1.1

与えられた英語を適切な形に変えたり、不足し
ている語を補ったりして、会話が成り立つよう
に英文を完成させる

疑問詞を用いた一般動詞の２人称単
数過去形の疑問文を正確に書くこと
ができるかどうかをみる

メールの英文を依頼する表現に書き換える

学校生活（行事や部活動など）の中から紹介し
たいものを１つ取り上げ、それを説明するまと
まりのある文章を書く

「相手の行動を促す」という言語の
働きを理解し、依頼する表現を正確
に書くことができるかどうかをみる

日常的な話題について、事実や自分
の考えなどを整理し、まとまりのあ
る文章を書くことができるかどうか
をみる

ロボットについて書かれた英文を読み、書き手
の意見に対する自分の考えとその理由を書く

社会的な話題に関して読んだことに
ついて、考えとその理由を書くこと
ができるかどうかをみる

与えられた英語を適切な形に変えたり、不足し
ている語を補ったりして、会話が成り立つよう
に英文を完成させる

未来表現（be going to）の肯定文
を正確に書くことができるかどうか
をみる

図書館について書かれた英文を読み、その概要
として最も適切なものを選択する

日常的な話題について、短い文章の
概要を捉えることができるかどうか
をみる

ロボットについて書かれた英文を読み、書き手
の最も伝えたい内容を選択する

社会的な話題について、短い文章の
要点を捉えることができるかどうか
をみる

友達からのメールを読み、相手が示した条件に
合うイベントとして最も適切なものを選択する

日常的な話題について、自分の置か
れた状況などから判断して、必要な
情報を読み取ることができるかどう
かをみる

図書館について書かれた英文を読み、文中の空
所に入る適切な語句を選択する

文と文との関係を正確に読み取るこ
とができるかどうかをみる

ある状況を描写する英文を読み、その内容を最
も適切に表しているグラフを選択する

情報を正確に読み取ることができる
かどうかをみる

事実や考えが書かれた英文を読み、考えを表し
ている英文を選択する

「事実・情報を伝える」と「考えや
意図を伝える」という言語の働きを
理解し、事実と考えを区別して読む
ことができるかどうかをみる

バーベキューパーティーについての説明を聞
き、質問の答えとして最も適切なものを選択す
る

日常的な話題について、自分の置か
れた状況などから判断して、必要な
情報を聞き取ることができるかどう
かをみる

水問題についての話を聞き、話し手の最も伝え
たい内容を選択する

社会的な話題について、短い説明の
要点を捉えることができるかどうか
をみる

買物の場面における会話を聞き、その内容を最
も適切に表している絵を選択する

情報を正確に聞き取ることができる
かどうかをみる

忘れ物に関する情報を得るために自動音声案内
を聞き、最も適切な番号を選択する

日常的な話題について、目的に応じ
て英語を聞き、必要な情報を聞き取
ることができるかどうかをみる

無解答率(％)

-10.0 ▼ +10.0

道案内の場面における会話を聞き、その内容を
最も適切に表している絵を選択する

情報を正確に聞き取ることができる
かどうかをみる

ある状況を描写する英語を聞き、その内容を最
も適切に表している絵を選択する

情報を正確に聞き取ることができる
かどうかをみる

問題形式 正答率(％) ベンチマークグラフ（対全国）

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点


